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2020 3
生協現勢（2020年１月31日現在）
　　組合員	 48,849人　　

　出資金 990,166,720円　　
（１人平均出資金  20,269円）
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私たちと一緒に未来をつくる専門職（医師・看護師）を探しています
愛媛医療生協の奨学金制度を活用しませんか？（問合せ：089－990－8677）

「
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群
」っ
て
、

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
果
物
や
生
野
菜
を
食
べ
る
と
口

の
中
が
か
ゆ
く
な
っ
た
り
、
く
ち

び
る
が
は
れ
た
り
、
耳
の
奥
が
か

ゆ
く
な
っ
た
り
す
る
口
腔
ア
レ
ル

ギ
ー
症
候
群（
以
下
、Ｏ
Ａ
Ｓ
）と

い
う
病
気
が
、
最
近
、
増
え
て
い

ま
す
。

　
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
多
く
の
人
は
、
あ
る

時
か
ら
、
そ
れ
ま
で
、
お
い
し
く

食
べ
て
い
た
果
物
や
生
野
菜
を
食

べ
る
と
、
イ
ガ
イ
ガ
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
食
べ
る
の
を
避
け

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
、Ｏ
Ａ
Ｓ
の
患
者
が

増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
愛
媛
県

で
は
、
特
に
、
今
治
市
の
島
し
ょ

部
や
沿
岸
部
で
、
多
く
の
人
が
静

か
に
？
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

の
た
め
、
果
物
な
ど
の
食
事
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

花
粉
が
原
因
で
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー

症
候
群
に
な
る
⁉

　
カ
バ
ノ
キ
科
ハ
ン
ノ
キ
属
の
オ

オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
と
い
う
樹
木
の

花
粉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る（
感

作
さ
れ
）と
、
花
粉
の
抗
原
と
果

物
や
野
菜
の
抗
原
が
、
抗
原
と
し

て
の
構
造
が
似
て
い
る
た
め
、
あ

る
程
度
以
上
の
花
粉
症
に
な
る
と
、

一
部
の
人
で
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
病
気
を
、
花
粉

－

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群（
以

下
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）と
言
い
ま
す
。

今
治
市
で
実
態
調
査

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
原
因
と
な
る
オ
オ

バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
の
群
生
が
確
認
さ

れ
て
い
る
今
治
市
で
、
公
立
の
小

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

２
０
１
８
年
６
月
に
、
今
治
市
教

育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
を
行
っ

て
、
約
２
万
２
千
人
か
ら
回
答
を

得
ま
し
た
。

【
結
果
】

①
花
粉
症
を
自
覚
す
る
者
の
割
合

は
、
児
童
・
生
徒
：
男
子
46
．
５
％
、

女
子
43
．１
％
、全
体
で
44
．８
％

　
保
護
者
：
男
性
46
．
３
％
、
女

性
51
．３
％
、全
体
で
49
．２
％
で
、

非
常
に
多
く

の
人
が
花
粉

症
に
罹
患
し

て
い
ま
し
た
。

②
花
粉
症
の

有
症
状
月
は
、

４
月
・
３
月
・

５
月
・
２
月

の
順
に
、
春

季
に
多
か
っ

た
。

③
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
・
Ｏ
Ａ
Ｓ

を
自
覚
す
る

者
の
割
合
は
、

児
童
・
生

徒
：
男
子

６
．
７
％
、

女
子
８
．
０

％
、
全
体
で
７
．
３
％

　
保
護
者
：
男
性
６
．
１
％
、
女

性
12
．８
％
、全
体
で
９
．９
％
で
、

今
治
市
に
約
１
９
０
０
名
の
患
者

が
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

④
中
学
校
区
別
で
花
粉
症
や
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
自
覚
す
る
者
の
分
布
は
、

全
域
で
花
粉
症
を
約
50
％
と
多
数

認
め
ま
し
た
。
花
粉
症
患
者
の
う

ち
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
・
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
症
状
も

あ
る
者
の
割
合
が
多
い
の
は
、
島

し
ょ
部
と
沿
岸
部
で
し
た
。

⑤
Ｏ
Ａ
Ｓ
症
状
の
あ
っ
た
食
物
と

し
て
、
延
べ
６
０
１
３
の
食
物
が

あ
げ
ら
れ
、
メ
ロ
ン
・
キ
ウ
イ
・

モ
モ
・
リ
ン
ゴ
・
ス
イ
カ
等
の
カ

バ
ノ
キ
科
花
粉
と
関
連
し
た
食
物

に
対
し
て
症
状
を
示
す
人
が
多
く

い
ま
し
た
。

⑥
Ｏ
Ａ
Ｓ
症
状
で
の
受
診
歴
は
、

児
童
・
生
徒
32
．
１
％
、
保
護
者

15
．
９
％
と
低
く
、Ｏ
Ａ
Ｓ
を
病

気
と
思
っ
て
い
た
人
の
割
合
は
、

児
童
・
生
徒
33
．
８
％
、
保
護
者

39
．
３
％
と
低
く
、
多
く
の
人
が

病
気
と
思
っ
て
お
ら
ず
、
受
診
も

し
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
・
Ｏ
Ａ
Ｓ
患
者
が
特

に
多
い
と
推
測
さ
れ
る
今
治
市
で
、

オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
花
粉
の
暴
露

と
発
症
と
の
因
果
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、①
今
治
市
で
の
花

粉
の
飛
散
状
況
の
調
査（
２
／
１

〜
今
治
市
大
西
町
・
波
方
町
で
実

施
中
）　
②
今
治
市
の
小
児
を
対

象
に
、
今
治
市
の
小
児
科
医
の
協

力
を
得
て
、
問
診
と
血
液
検
査
で
、

ハ
ン
ノ
キ（
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
）

の
感
作
と
果
物
・
野
菜
ア
レ
ル

ギ
ー
の
確
定
診
断
を
行
う
　
③
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
全
県
的
に
広
く
情

報
提
供
を
行
う
、
等
の
取
り
組
み

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
果
物
や
生
野

菜
を
食
べ
る
と
口
の
中
が
か
ゆ
く

な
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
、
周
囲

に
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
が
な
い
か

を
確
認
し
て
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
で
は
な

い
か
と
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

（
愛
媛
生
協
病
院

小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
　

有
田
　

孝
司
）

　昨
年
3
月
、「
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
を
探
し
て
い
ま
す
」の
記

事
に
、
多
く
の
方
か
ら
情
報
提
供
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
治
市
で
行
っ
た
実
態
調
査
の
結
果
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

昨
年
末
に
中
国
武
漢
市
で
発
生

が
確
認
さ
れ
て
以
降
世
界
各
地

に
ひ
ろ
が
り
、
死
者
も
出
て
い

る
。
日
本
で
も
市
中
感
染
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
る
。

　
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
で
広

が
る
と
の
こ
と
。
予
防
と
と
も

に
感
染
を
ひ
ろ
げ
な
い
よ
う
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
。

手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
手

指
消
毒
を
す
る
こ
と
。
く
し
ゃ

み
や
咳
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
や
口

を
覆
う
な
ど
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

が
大
切
。
高
齢
者
や
糖
尿
病
な

ど
の
持
病
の
あ
る
方
は
人
ご
み

の
多
い
と
こ
ろ
は
で
き
る
だ
け

避
け
る
な
ど
の
注
意
も
必
要
だ
。

病
院
で
の
感
染
も
危
険
性
が
高

い
。
４
日
以
上
熱
が
続
く
な
ど

症
状
が
あ
れ
ば
先
ず
電
話
で
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
。
冷
静
に

行
動
す
る
事
、
人
権
に
配
慮
し

た
対
応
も
必
要
だ
。
同
時
に
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
、
迅
速
診
断

キ
ッ
ト
の
早
急
な
開
発
が
期
待

さ
れ
る
。

　
２
０
０
３
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

２
０
１
２
年
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
記

憶
に
新
し
い
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
哺
乳
類
、
鳥
類
な
ど
に

広
く
存
在
す
る
。
動
物
界
の
ウ

イ
ル
ス
が
突
然
変
異
し
て
人
に

感
染
す
る
こ
と
が
お
こ
る
。
正

し
い
情
報
発
信
や
研
究
・
開
発

の
共
有
な
ど
、
生
命
を
優
先
し

た
国
際
連
帯
が
求
め
ら
れ
る
と

思
う
。

医師
有田　孝司

花粉－食物アレルギー
症候群：ＰＦＡＳを
知っていますか？
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噛むことの効用

・しっかりと噛むことは、
・口腔機能の維持、向上につながります

・脳の1/3を刺激する
　　　（認知症予防に）
・唾液から出る酵素の働き
により、消化、吸収がよく
なる
・若返りの効果も

１月号の答
上野美奈子（新居浜市）　松本　静子（松山市）　増川　恵子（西予市）　山岡　利郎（松山市）
小嶋　清美（松山市）　近藤　　諭（新居浜市）　水野　陽子（宇和島市）　岡田　幸江（新居浜市）
井上　繁子（新居浜市）　上松ヨウ子（松山市）

締め切り
2020年4月10日必着

70周年

生協法及び定款に基づき、組合員は氏名・住所変更があったときには、速やかに届け出なければなりません。住所変更が２年間行われず未連絡状態が
続いたときは、定款第10条に基づき脱退の予告があったものとみなし、理事会で脱退処理を行い、事業年度末に脱退となります。
ご不明な点がありましたら各ブロック地域事業担当、又は医療生協本部、地域事業部までお問い合わせください。

＊2019年度「みなし自由脱退」のお知らせ
毎月第４火曜日　10 : 00～12 : 30　　※予約制。お申し込みは各病院へお電話ください。
愛媛生協病院　奇数月の第４火曜日　　　新居浜協立病院　偶数月の第４火曜日年金相談のご案内

　
城
北
診
療
所
の
健
康
診
査
後

に
手
作
り
カ
フ
ェ
に
て
お
い
し

い
甘
酒
で
温
ま
り
ま
し
た
。
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
松
山
市
　
越
智
　

幸
子
）

手
作
り
カ
フ
ェ

　
い
つ
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
食

事
で
し
た
が
、
簡
単
に
作
れ
る

料
理
が
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

（
新
居
浜
市
　
木
下
　

博
子
）

助
か
っ
て
い
ま
す

　
退
職
し
て
７
年
目
に
な
り
ま

す
。
趣
味
の「
写
真
」で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
写
す
心
で
切
り

取
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
市
　
河
田
　

　
守
）

写
真

　
一
面
に
鈴
木
金
作
さ
ん
の
文

章
が
あ
り
、
引
き
込
ま
れ
る
よ

う
に
読
み
ま
し
た
。
私
は
現
在

56
歳
。
１
０
０
歳
ま
で
元
気
に

生
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
25
回
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。
金
作
さ
ん
は

私
の
目
標
で
す
。

（
松
山
市
　
加
藤
　

　
諭
）

１
０
０
歳
ま
で

　
今
月
は
医
療
活
動
版
コ
ー

ナ
ー
を
じ
っ
く
り
読
み
ま
し
た
。

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、
ご
利
用
者
さ
ん
の
服

薬
さ
れ
て
い
る
薬
と
、
仕
事
で

調
理
も
し
て
い
る
の
で
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
市
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｔ
・
Ｈ
）

切
り
取
り

　
保
存
し
ま
し
た

　
70
周
年
も
経
っ
て
い
る
の
か

と
感
心
し
ま
し
た
。
私
が
子
供

の
時
か
ら
あ
っ
た
の
ね
。
地
域

の
人
々
に
お
役
に
立
て
て
い
る

か
ら
長
く
続
い
て
い
る
の
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
い

て
下
さ
い
。

（
新
居
浜
市
　
越
智
　

ス
ミ
ヱ
）

感
心
し
ま
し
た

　
こ
の
冬
は
暖
冬
と
い
う
も
の

の
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
と
体

に
堪
え
ま
す
。
極
力
、
体
を
温

か
く
す
る
食
事
や
服
装
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
市
　
眞
鍋
　

ミ
チ
子
）

寒
暖
差

　
レ
タ
ス
に
火
を
入
れ
る
こ
と

を
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
生
で
食
し
て
い
ま
し
た
が
、

油
と
一
緒
に
取
る
の
が
良
い
と

の
こ
と
な
の
で
、
試
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
松
山
市
　
佐
伯
　

暁
美
）

レ
タ
ス

　昨年６月号１面で紹介したように、SDGsは193か国が合意した「地球の
未来を創る」世界共通の『持続可能な開発目標』です。
　世界には、先送りできない『危機』が沢山あります。飢餓や紛争の脅威
にさらされている国もあれば、食糧を大量廃棄する国もあります。気候
変動や相次ぐ天災、生態系の破壊、格差拡大や難民問題など様々な課題
に直面しています。そこで、地球環境を壊さず、それぞれの国の水準で
生命の不安なく暮らしていけるようにするため、世界共通の目標が決め
られました。「誰一人取り残さない」社会の実現を目指すのがSDGsです。
　SDGsは、愛媛医療生協が取り組む健康づくり、まちづくりの活動その
ものです。
　次号から、その内容を一緒にみていきたいと思います。

Ｑ．SDGsの目標はいくつあるでしょう？

SDGs「エス・ディー・ジーズ」

健康づくりは平和でこそ
　私たち医療生協の健康づくりは、単に個人の運動・食事な
どの生活習慣の改善だけを目的にするものではありません。
健康のための前提条件として、政治・経済・文化・環境など
さまざまな事項が関わっていて、社会的な対応が求められま
す。ところが安倍政権は、私たちが健康を実現するための前
提条件をことごとく壊しているのではないでしょうか。
　昨年10月、所得の低い人ほど負担が重くなる消費税を10％
に増税し、貧困と格差をさらに深刻にしています。また、私
たちがどんなにいい医療や介護をしようとしても職員の給与
を上げ施設を新しくして患者、利用者の負担を減らそうとし
ても、医療や介護に関わる社会保障制度が連続で改悪され、その実現が困難になっ
ています。さらに安倍政権は、９条改憲によって海外で戦争する国に変えようとし
ています。
　私たちが進める健康づくりは、社会が平和でくらし良いという前提に立ってのこ
とです。たとえ健康であっても、いつ戦争でいのちを落とすか分からないなどとい
う状況は、それ自体人間が健康的にその一生をまっとうするための障害になります。
　社会保障や平和の問題は、健康であるかどうかということと同じように私たちの
くらしの土台そのものの問題です。
　これからも医療生協らしい平和を守る活動や社会保障を発展させる草の根の運動
を続けていきましょう。

わたしにとって

　「平和って、コレだ！」

協立ブロック
理事

三浦　弘二さん

愛媛生協病院
研修医

川嵜　美智子

　「
動
脈
硬
化
」と
言
う
言
葉
、

よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
壁
に

粥
状
ま
た
は
チ
ー
ズ
様
の
ド
ロ

ド
ロ
し
た
脂
肪
成
分
が
沈
着
し

て
、
血
管
の
壁
が
厚
く
硬
く
な

り
、
血
管
が
狭
く
な
り
血
液
が

流
れ
に
く
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

血
流
が
悪
く
な
っ
た
場
所
に
応

じ
て
、
様
々
な
病
気
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞（
心
臓
発
作
）、
大
動

脈
瘤
・
大
動
脈
解
離
な
ど
の
命

に
関
わ
る
病
気
や
、
腎
梗
塞
、

手
足
の
壊
死
な
ど
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
動
脈
硬
化
の
始
ま
り

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め

と
し
た
脂
肪
沈
着
で
す
。
20
―

30
歳
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
自
覚

症
状
の
な
い
ま
ま
加
齢
と
共
に

徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
は
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
生
活

習
慣
病
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
肥
満
や
喫
煙
も
リ
ス
ク
フ

ァ
ク
タ
ー
で
す
。
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
は
生
活

習
慣
を
整
え
、
こ
れ
ら
の
病
気

を
予
防
、
治
療
す
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
ま
た
生
活
習
慣
病
の

危
険
因
子
を
除
い
た
り
減
ら
し

た
り
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

具
体
的
に
は
、
禁
煙
す
る
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
控
え
め
に

す
る
、
食
事
を
見
直
す
、
運
動

を
す
る
な
ど
で
す
。

　
油
の
少
な
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。蒸
す
、焼
く
、煮
る
、

和
え
る
な
ど
、
伝
統
的
な
日
本

食
が
理
想
的
で
す
。
塩
分
・
糖

質
は
控
え
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

肉
類
は
控
え
、
代
わ
り
に
魚
や

大
豆
の
お
か
ず
を
食
べ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
卵
、
レ
バ
ー
や

ホ
ル
モ
ン
、
魚
卵
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
菓
子
類
も
控
え

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
野
菜
、

海
藻
、
キ
ノ
コ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

な
ど
食
物
繊
維
の
多
い
食
材
、

適
度
な
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

油
を
摂
る
時
は〝
良
い
油
〞を

摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。〝
良

い
油
〞と
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
さ
げ
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
す
と
言
わ
れ
る

オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
等
で
す
。
オ

メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
青
魚
や
貝
類
、

ア
ボ
カ
ド
、
ナ
ッ
ツ
類
、
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
に
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
水
泳
な
ど
の
有
酸
素
運
動

が
お
勧
め
で
す
。
深
く
ゆ
っ
く

り
呼
吸
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

酸
素
を
取
り
込
み
脂
肪
の
燃
焼

を
助
け
ま
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヨ
ガ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ジ
ム

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
も
良

い
で
し
ょ
う
。
１
回
30
分
以
上
、

可
能
で
あ
れ
ば
毎
日
少
な
く
と

も
週
３
―
４
日
、
継
続
し
て
行

う
こ
と
が
理
想
で
す
。
運
動
は

無
理
を
せ
ず
、
生
活
の
中
で
楽

し
ん
で
続
け
ら
れ
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
元
気
な
血
管
は
健
康
な
暮
ら

し
の
強
い
味
方
で
す
。
愛
媛
医

療
生
協
で
は
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
料
理
教
室
や
運
動
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
、
是
非
お

近
く
の
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
で

健
康
寿
命
延
伸
を

　「
内
科
や
整
形
外
科
な
ど
医

科
の
受
診
者
は
、
75
歳
を
過
ぎ

る
と
上
が
っ
て
行
き
ま
す
が
、

歯
科
受
診
者
は
、
75
歳
を
過
ぎ

る
と
ど
ん
と
落
ち
て
行
き
ま
す
。

年
を
取
っ
た
ら
歯
医
者
と
は
縁

が
な
く
な
る
ん
で
す
」か
ら
講

演
は
始
ま
り
ま
し
た
。
病
院
内

に
歯
科
ま
た
は
歯
科
口
腔
外
科

が
あ
る
の
は
、
全
国
９
千
か
所

の
病
院
の
う
ち
約
２
割
位
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。「
病
院
内
は
歯
科

無
医
村
」と
い
う
先
生
も
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
利
根
中
央
病
院
で

は
歯
科
衛
生
士
を
常
勤
配
置

し
口
腔
ケ
ア
を
重
視
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
歯
科
衛
生
士

か
ら
要
請
が
あ
り
、
歯
が
４

本
し
か
な
い
50
歳
の
糖
尿
病

患
者
を
治
療
し
て
入
れ
歯
を

治
し
た
ら
、
何
年
振
り
か
で

し
っ
か
り
食
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
糖
尿
病
が
改
善
し

ま
し
た
。
見
た
目
も
若
返
り

何
事
に
も
積
極
的
に
な
り
ま

し
た
。

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
い

る
人
は
、
口
腔
ケ
ア
を
す
る
事

に
よ
り
、
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
も
か
か
り
に
く
く
な
る

と
言
わ
れ
、
長
寿
に
つ
な
が
り

ま
す
。
歯
は
口
を
変
え
、
口
は

顔
を
変
え
、
顔
の
表
情
は
人
生

を
変
え
る
。
口
は
身
体
と
心
の

健
康
の
入
り
口
で
も
あ
り
、
社

会
へ
の
入
り
口
で
も
あ
り
ま
す
。

　
呼
吸
に
つ
い
て
は
、
口
呼
吸

だ
と
口
腔
内
が
乾
燥
し
て
免
疫

力
が
低
下
し
、
感
染
症
リ
ス
ク

も
上
が
り
ま
す
の
で
、「
あ
い
う

べ
」体
操
を
し
て
鼻
呼
吸
に
変

え
ま
し
ょ
う
。

　
人
の
筋
肉
の
３
／
４
は
下
半

身
に
あ
り
ま
す
。
お
尻
・
太
も

も
・
ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
た

め
に「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」や「
か
か

と
落
と
し
」を
し
て
骨
活
と
筋

活
を
し
ま
し
ょ
う
。
フ
レ
イ
ル

予
防
に
は「
貯
金
」よ
り
も「
貯

筋
」で
す
。

　
健
康
長
寿
の
た
め
に
は
よ
り

早
期
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
が
大

切
で
、
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
や
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
歯
科

口
腔
の
定
期
的
な
管
理
に
よ
る

栄
養
状
態（
低
栄
養
に
な
ら
な

い
）歩
い
た
り
筋
ト
レ
な
ど
の

身
体
活
動
、
そ
し
て
就
労
や
余

暇
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ァ
、
医
療

生
協
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
が

か
か
せ
ま
せ
ん
。「
健
康
長
寿

の
た
め
に
は
、（
死
ぬ
ま
で
）医

療
生
協
運
動
を
頑
張
る
こ
と
で

す
」。
そ
し
て「
お
し
ゃ
れ
を
し

て
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
行
き
、

つ
い
で
に
買
い
物
、
つ
い
で
に

散
髪
。
人
生
１
０
０
年
時
代
を

元
気
で
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
は
る
な
医
療
生
協
の
機
関
紙

に
出
て
い
た
、
小
学
校
６
年
生

の「
心
が
温
ま
る
も
の
」と
い

う
歌「
冬
の
寒
い
日
に
温
ま
る

も
の
は
何
だ
ろ
う
。
温
か
い
飲

み
物
、
食
べ
物
、
き
っ
と
そ
れ

は
家
族
み
ん
な
で
過
ご
す
時
間
、

そ
れ
は
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
、

誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
。
き
っ

と
心
が
温
ま
る
。
心
が
温
ま
る

も
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
な
。
そ
ん

な
心
温
ま
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
」ま
さ
に
医
療
生
協
の

こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
横
井
　

幸
男
）

老
化
予
防
は

口
か
ら
始
ま
り
ま
す

フ
レ
イ
ル
予
防

医
療
生
協
活
動

　
１
月
25
日
、
松
山
で
２
０
２
０
年
度
の
方
針
を
話
し
合
う
集

い（
１
３
０
人
参
加
）が
開
か
れ
、
利
根
歯
科
診
療
所
所
長
中
澤

桂
一
郎
先
生
の
学
習
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歯
科
医
の
立
場
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

利根歯科診療所 所長 中澤桂一郎先生

動
脈
硬
化
―
元
気
な
血
管
を
保
つ
た
め
に
は
―

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

と
て
も
怖
い
動
脈
硬
化
。

で
は
ど
う
や
っ
て
予
防

し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
。

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所  

○
○
○
○

氏
名  

○
○
○
○

愛
媛
生
協
病
院

地
域
事
業
課・パ
ズ
ル
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

健康クイズ健康クイズ健康クイズ健康クイズ 問　題

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の連絡
先も必ずご記入下さい。

組合員
だより

医
療
活
動
版
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噛むことの効用

・しっかりと噛むことは、
・口腔機能の維持、向上につながります

・脳の1/3を刺激する
　　　（認知症予防に）
・唾液から出る酵素の働き
により、消化、吸収がよく
なる
・若返りの効果も

１月号の答
上野美奈子（新居浜市）　松本　静子（松山市）　増川　恵子（西予市）　山岡　利郎（松山市）
小嶋　清美（松山市）　近藤　　諭（新居浜市）　水野　陽子（宇和島市）　岡田　幸江（新居浜市）
井上　繁子（新居浜市）　上松ヨウ子（松山市）

締め切り
2020年4月10日必着

70周年

生協法及び定款に基づき、組合員は氏名・住所変更があったときには、速やかに届け出なければなりません。住所変更が２年間行われず未連絡状態が
続いたときは、定款第10条に基づき脱退の予告があったものとみなし、理事会で脱退処理を行い、事業年度末に脱退となります。
ご不明な点がありましたら各ブロック地域事業担当、又は医療生協本部、地域事業部までお問い合わせください。

＊2019年度「みなし自由脱退」のお知らせ
毎月第４火曜日　10 : 00～12 : 30　　※予約制。お申し込みは各病院へお電話ください。
愛媛生協病院　奇数月の第４火曜日　　　新居浜協立病院　偶数月の第４火曜日年金相談のご案内

　
城
北
診
療
所
の
健
康
診
査
後

に
手
作
り
カ
フ
ェ
に
て
お
い
し

い
甘
酒
で
温
ま
り
ま
し
た
。
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
松
山
市
　
越
智
　

幸
子
）

手
作
り
カ
フ
ェ

　
い
つ
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
食

事
で
し
た
が
、
簡
単
に
作
れ
る

料
理
が
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

（
新
居
浜
市
　
木
下
　

博
子
）

助
か
っ
て
い
ま
す

　
退
職
し
て
７
年
目
に
な
り
ま

す
。
趣
味
の「
写
真
」で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
写
す
心
で
切
り

取
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
市
　
河
田
　

　
守
）

写
真

　
一
面
に
鈴
木
金
作
さ
ん
の
文

章
が
あ
り
、
引
き
込
ま
れ
る
よ

う
に
読
み
ま
し
た
。
私
は
現
在

56
歳
。
１
０
０
歳
ま
で
元
気
に

生
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
25
回
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。
金
作
さ
ん
は

私
の
目
標
で
す
。

（
松
山
市
　
加
藤
　

　
諭
）

１
０
０
歳
ま
で

　
今
月
は
医
療
活
動
版
コ
ー

ナ
ー
を
じ
っ
く
り
読
み
ま
し
た
。

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、
ご
利
用
者
さ
ん
の
服

薬
さ
れ
て
い
る
薬
と
、
仕
事
で

調
理
も
し
て
い
る
の
で
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
市
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｔ
・
Ｈ
）

切
り
取
り

　
保
存
し
ま
し
た

　
70
周
年
も
経
っ
て
い
る
の
か

と
感
心
し
ま
し
た
。
私
が
子
供

の
時
か
ら
あ
っ
た
の
ね
。
地
域

の
人
々
に
お
役
に
立
て
て
い
る

か
ら
長
く
続
い
て
い
る
の
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
い

て
下
さ
い
。

（
新
居
浜
市
　
越
智
　

ス
ミ
ヱ
）

感
心
し
ま
し
た

　
こ
の
冬
は
暖
冬
と
い
う
も
の

の
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
と
体

に
堪
え
ま
す
。
極
力
、
体
を
温

か
く
す
る
食
事
や
服
装
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
市
　
眞
鍋
　

ミ
チ
子
）

寒
暖
差

　
レ
タ
ス
に
火
を
入
れ
る
こ
と

を
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
生
で
食
し
て
い
ま
し
た
が
、

油
と
一
緒
に
取
る
の
が
良
い
と

の
こ
と
な
の
で
、
試
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
松
山
市
　
佐
伯
　

暁
美
）

レ
タ
ス

　昨年６月号１面で紹介したように、SDGsは193か国が合意した「地球の
未来を創る」世界共通の『持続可能な開発目標』です。
　世界には、先送りできない『危機』が沢山あります。飢餓や紛争の脅威
にさらされている国もあれば、食糧を大量廃棄する国もあります。気候
変動や相次ぐ天災、生態系の破壊、格差拡大や難民問題など様々な課題
に直面しています。そこで、地球環境を壊さず、それぞれの国の水準で
生命の不安なく暮らしていけるようにするため、世界共通の目標が決め
られました。「誰一人取り残さない」社会の実現を目指すのがSDGsです。
　SDGsは、愛媛医療生協が取り組む健康づくり、まちづくりの活動その
ものです。
　次号から、その内容を一緒にみていきたいと思います。

Ｑ．SDGsの目標はいくつあるでしょう？

SDGs「エス・ディー・ジーズ」

健康づくりは平和でこそ
　私たち医療生協の健康づくりは、単に個人の運動・食事な
どの生活習慣の改善だけを目的にするものではありません。
健康のための前提条件として、政治・経済・文化・環境など
さまざまな事項が関わっていて、社会的な対応が求められま
す。ところが安倍政権は、私たちが健康を実現するための前
提条件をことごとく壊しているのではないでしょうか。
　昨年10月、所得の低い人ほど負担が重くなる消費税を10％
に増税し、貧困と格差をさらに深刻にしています。また、私
たちがどんなにいい医療や介護をしようとしても職員の給与
を上げ施設を新しくして患者、利用者の負担を減らそうとし
ても、医療や介護に関わる社会保障制度が連続で改悪され、その実現が困難になっ
ています。さらに安倍政権は、９条改憲によって海外で戦争する国に変えようとし
ています。
　私たちが進める健康づくりは、社会が平和でくらし良いという前提に立ってのこ
とです。たとえ健康であっても、いつ戦争でいのちを落とすか分からないなどとい
う状況は、それ自体人間が健康的にその一生をまっとうするための障害になります。
　社会保障や平和の問題は、健康であるかどうかということと同じように私たちの
くらしの土台そのものの問題です。
　これからも医療生協らしい平和を守る活動や社会保障を発展させる草の根の運動
を続けていきましょう。

わたしにとって

　「平和って、コレだ！」

協立ブロック
理事

三浦　弘二さん

愛媛生協病院
研修医

川嵜　美智子

　「
動
脈
硬
化
」と
言
う
言
葉
、

よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
壁
に

粥
状
ま
た
は
チ
ー
ズ
様
の
ド
ロ

ド
ロ
し
た
脂
肪
成
分
が
沈
着
し

て
、
血
管
の
壁
が
厚
く
硬
く
な

り
、
血
管
が
狭
く
な
り
血
液
が

流
れ
に
く
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

血
流
が
悪
く
な
っ
た
場
所
に
応

じ
て
、
様
々
な
病
気
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞（
心
臓
発
作
）、
大
動

脈
瘤
・
大
動
脈
解
離
な
ど
の
命

に
関
わ
る
病
気
や
、
腎
梗
塞
、

手
足
の
壊
死
な
ど
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
動
脈
硬
化
の
始
ま
り

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
は
じ
め

と
し
た
脂
肪
沈
着
で
す
。
20
―

30
歳
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
自
覚

症
状
の
な
い
ま
ま
加
齢
と
共
に

徐
々
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
は
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
生
活

習
慣
病
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
肥
満
や
喫
煙
も
リ
ス
ク
フ

ァ
ク
タ
ー
で
す
。
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
は
生
活

習
慣
を
整
え
、
こ
れ
ら
の
病
気

を
予
防
、
治
療
す
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
ま
た
生
活
習
慣
病
の

危
険
因
子
を
除
い
た
り
減
ら
し

た
り
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

具
体
的
に
は
、
禁
煙
す
る
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
控
え
め
に

す
る
、
食
事
を
見
直
す
、
運
動

を
す
る
な
ど
で
す
。

　
油
の
少
な
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。蒸
す
、焼
く
、煮
る
、

和
え
る
な
ど
、
伝
統
的
な
日
本

食
が
理
想
的
で
す
。
塩
分
・
糖

質
は
控
え
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

肉
類
は
控
え
、
代
わ
り
に
魚
や

大
豆
の
お
か
ず
を
食
べ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
卵
、
レ
バ
ー
や

ホ
ル
モ
ン
、
魚
卵
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
菓
子
類
も
控
え

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
野
菜
、

海
藻
、
キ
ノ
コ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

な
ど
食
物
繊
維
の
多
い
食
材
、

適
度
な
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

油
を
摂
る
時
は〝
良
い
油
〞を

摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。〝
良

い
油
〞と
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
さ
げ
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
す
と
言
わ
れ
る

オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
等
で
す
。
オ

メ
ガ
３
脂
肪
酸
は
青
魚
や
貝
類
、

ア
ボ
カ
ド
、
ナ
ッ
ツ
類
、
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
に
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
水
泳
な
ど
の
有
酸
素
運
動

が
お
勧
め
で
す
。
深
く
ゆ
っ
く

り
呼
吸
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

酸
素
を
取
り
込
み
脂
肪
の
燃
焼

を
助
け
ま
す
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヨ
ガ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ジ
ム

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
も
良

い
で
し
ょ
う
。
１
回
30
分
以
上
、

可
能
で
あ
れ
ば
毎
日
少
な
く
と

も
週
３
―
４
日
、
継
続
し
て
行

う
こ
と
が
理
想
で
す
。
運
動
は

無
理
を
せ
ず
、
生
活
の
中
で
楽

し
ん
で
続
け
ら
れ
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
元
気
な
血
管
は
健
康
な
暮
ら

し
の
強
い
味
方
で
す
。
愛
媛
医

療
生
協
で
は
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
料
理
教
室
や
運
動
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
、
是
非
お

近
く
の
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
で

健
康
寿
命
延
伸
を

　「
内
科
や
整
形
外
科
な
ど
医

科
の
受
診
者
は
、
75
歳
を
過
ぎ

る
と
上
が
っ
て
行
き
ま
す
が
、

歯
科
受
診
者
は
、
75
歳
を
過
ぎ

る
と
ど
ん
と
落
ち
て
行
き
ま
す
。

年
を
取
っ
た
ら
歯
医
者
と
は
縁

が
な
く
な
る
ん
で
す
」か
ら
講

演
は
始
ま
り
ま
し
た
。
病
院
内

に
歯
科
ま
た
は
歯
科
口
腔
外
科

が
あ
る
の
は
、
全
国
９
千
か
所

の
病
院
の
う
ち
約
２
割
位
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。「
病
院
内
は
歯
科

無
医
村
」と
い
う
先
生
も
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
利
根
中
央
病
院
で

は
歯
科
衛
生
士
を
常
勤
配
置

し
口
腔
ケ
ア
を
重
視
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
歯
科
衛
生
士

か
ら
要
請
が
あ
り
、
歯
が
４

本
し
か
な
い
50
歳
の
糖
尿
病

患
者
を
治
療
し
て
入
れ
歯
を

治
し
た
ら
、
何
年
振
り
か
で

し
っ
か
り
食
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
糖
尿
病
が
改
善
し

ま
し
た
。
見
た
目
も
若
返
り

何
事
に
も
積
極
的
に
な
り
ま

し
た
。

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
い

る
人
は
、
口
腔
ケ
ア
を
す
る
事

に
よ
り
、
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
も
か
か
り
に
く
く
な
る

と
言
わ
れ
、
長
寿
に
つ
な
が
り

ま
す
。
歯
は
口
を
変
え
、
口
は

顔
を
変
え
、
顔
の
表
情
は
人
生

を
変
え
る
。
口
は
身
体
と
心
の

健
康
の
入
り
口
で
も
あ
り
、
社

会
へ
の
入
り
口
で
も
あ
り
ま
す
。

　
呼
吸
に
つ
い
て
は
、
口
呼
吸

だ
と
口
腔
内
が
乾
燥
し
て
免
疫

力
が
低
下
し
、
感
染
症
リ
ス
ク

も
上
が
り
ま
す
の
で
、「
あ
い
う

べ
」体
操
を
し
て
鼻
呼
吸
に
変

え
ま
し
ょ
う
。

　
人
の
筋
肉
の
３
／
４
は
下
半

身
に
あ
り
ま
す
。
お
尻
・
太
も

も
・
ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
た

め
に「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」や「
か
か

と
落
と
し
」を
し
て
骨
活
と
筋

活
を
し
ま
し
ょ
う
。
フ
レ
イ
ル

予
防
に
は「
貯
金
」よ
り
も「
貯

筋
」で
す
。

　
健
康
長
寿
の
た
め
に
は
よ
り

早
期
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
が
大

切
で
、
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
や
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
歯
科

口
腔
の
定
期
的
な
管
理
に
よ
る

栄
養
状
態（
低
栄
養
に
な
ら
な

い
）歩
い
た
り
筋
ト
レ
な
ど
の

身
体
活
動
、
そ
し
て
就
労
や
余

暇
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ァ
、
医
療

生
協
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
が

か
か
せ
ま
せ
ん
。「
健
康
長
寿

の
た
め
に
は
、（
死
ぬ
ま
で
）医

療
生
協
運
動
を
頑
張
る
こ
と
で

す
」。
そ
し
て「
お
し
ゃ
れ
を
し

て
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
行
き
、

つ
い
で
に
買
い
物
、
つ
い
で
に

散
髪
。
人
生
１
０
０
年
時
代
を

元
気
で
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
は
る
な
医
療
生
協
の
機
関
紙

に
出
て
い
た
、
小
学
校
６
年
生

の「
心
が
温
ま
る
も
の
」と
い

う
歌「
冬
の
寒
い
日
に
温
ま
る

も
の
は
何
だ
ろ
う
。
温
か
い
飲

み
物
、
食
べ
物
、
き
っ
と
そ
れ

は
家
族
み
ん
な
で
過
ご
す
時
間
、

そ
れ
は
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
、

誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
。
き
っ

と
心
が
温
ま
る
。
心
が
温
ま
る

も
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
な
。
そ
ん

な
心
温
ま
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
」ま
さ
に
医
療
生
協
の

こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
横
井
　

幸
男
）

老
化
予
防
は

口
か
ら
始
ま
り
ま
す

フ
レ
イ
ル
予
防

医
療
生
協
活
動

　
１
月
25
日
、
松
山
で
２
０
２
０
年
度
の
方
針
を
話
し
合
う
集

い（
１
３
０
人
参
加
）が
開
か
れ
、
利
根
歯
科
診
療
所
所
長
中
澤

桂
一
郎
先
生
の
学
習
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歯
科
医
の
立
場
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

利根歯科診療所 所長 中澤桂一郎先生

動
脈
硬
化
―
元
気
な
血
管
を
保
つ
た
め
に
は
―

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

と
て
も
怖
い
動
脈
硬
化
。

で
は
ど
う
や
っ
て
予
防

し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
。

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所  

○
○
○
○

氏
名  

○
○
○
○

愛
媛
生
協
病
院

地
域
事
業
課・パ
ズ
ル
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

健康クイズ健康クイズ健康クイズ健康クイズ 問　題

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の連絡
先も必ずご記入下さい。

組合員
だより

医
療
活
動
版
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生
協
病
院
は
３
／
30
よ
り
新
年
度
の
診
療
体
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

城北診療所 松山市姫原3丁目7―17

☎089―926―3625
午前９時〜12時 午後１時半〜４時

月 大　西 大　西

火 大　西 大　西

水 原

木 大　西 大　西

金 大　西 大　西

土 大西　第2・4週　
休診　第1·3·5週

※エコー検査は予約制
です

在宅ケアセンター
たんぽぽ　松山市来住町1091―1

☎089―955―7335
ごしき　伊予市米湊834―20 亀岡不動産2階西側

☎089―983―4400
●訪問看護　●ホームヘルパー　●居宅介護支援

★精神科、整形外科、小児科は事前の予約が必要です。　※都合により診療体制が変更になることがありますので、ご了承ください。

高齢者福祉施設
ごしきの家　伊予市米湊736―3

☎089―983―4433
ｽﾏｲﾙごしき　伊予市米湊736―5

☎089―983―4466
みんなの家 あったか拓南　松山市中村₃丁目₁―₂

☎089―908―8851
ショートステイ 陽だまり　松山市来住町1091―1

☎089―961―4318
●高齢者住宅　●デイサービス ●小規模多機能ホーム ●介護付有料老人ﾎｰﾑ　●デｲｻｰビｽ ●短期入所生活介護

厚生労働省指定
基幹型臨床研修病院 愛 媛 生 協 病 院 松山市来住町1091―1

☎089―976―7001
予約専用

☎089―976―7202
月 火 水 木 金 土

午前

₉：00
～

12：00

内　　科

梶　原
尾　﨑
河　野
水　本

佐々木
原
河　野

髙　山
茂　木
中　川
藤　原

近　藤
河　野
堀
山　本

梶　原
尾　﨑
原
植　本

盛重（毎週）
尾﨑（第1・3・5）
河野（第2）
　堀　（第1・2・4）

精 神 科 今　村 今　村 上　城
迫　田 上　城 今　村

上　城
上城（第1・3・5）
今村（第2・4）

外　　科 塚　本 永　瀬 塚　本 永　瀬 塚本（第1・3・5）

女性外来 日　野

整形外科 森実・小西 清　松 今井（第2・4週）
（骨粗鬆症外来）

小　西 愛媛大学医師

小 児 科 有　田 有　田 有　田 有　田 森谷（第1・3・5）
水本真（第2・4）

有田（第1・3・5）
石前（第2・4）

午後

15：00
～

17：00

内　　科 河　野 尾　﨑 河　野 中　川 藤　原

ご案内
毎週火曜日午前、
女性外来（婦人科）
予約制です。
担当：日野医師
（日本産婦人科学
会専門医）

精 神 科 今　村
今　村

上　城 上　城上城（第1・3・5）
※もの忘れ外来

小 児 科 有　田
有　田

アレルギー特診
14：00〜17：00

有田（アレルギー外来）
15：00〜17：00
※第2・4週のみ。
1・3・5週は休診

有　田
乳幼児健診

有　田

夜間

17：00
～

18：00

内　　科 原 尾　﨑 中　川 藤　原

精 神 科 今　村 上　城

整形外科 小　西

小 児 科 有　田 有田（アレルギー特診） 有　田 有　田

健診センター
☎089―976―7201

●各種健診・人間ドック
●子宮・乳がん検診
●協会健保生活習慣病予防健診実施

デイケア（通所リハビリ）
☎089―976―3411

●月〜土曜日実施
居宅介護支援
☎089―976―7133

●介護相談
●ケアプラン業務

メディカルフィットネス　コ・コア
☎089―976―7203

₉：00〜21：00（月〜金）
₉：00〜18：00（土のみ）
※日曜・祝日は休館です

伊予診療所 伊予市米湊816―1

☎089―982―1170
午前₉時〜12時 午後₃時〜₅時 午後₅時〜₆時

月 舟戸 山本 山本

火 山本 山本 山本

水 山本 舟戸 舟戸

木 藤原 舟戸

金 山本
腹部エコー
心臓エコー
胃カメラ

舟戸 舟戸

土 舟戸　第2·3·5週
休診　　第1·4週

※胃カメラ・エコー検査は
予約制です

★デイケア（通所リハビリ）、往診も行っています。ご相談ください。

診　療　受　付　時　間

【1人分】
エネルギー
70kcal
塩分
0.0ｇ

甘酒寒天ゼリー
（撮影　協立ブロック南東支部みっちゃん会　調理実習より）

甘酒（缶） 160ｇ

きな粉 適量（あれば）

黒蜜 適量（あれば）

　　粉寒天 4ｇＡ　水 200㎖

【作り方】 材料／４人分
①鍋にＡを入れて火にかけ、かき混
ぜながら１～２分沸騰させる。
②弱火にして甘酒を加え手早く均一
に混ぜ合わせる。
③器に流し入れて粗熱がさめたら冷
蔵庫で冷やす。
④お好みできな粉や黒蜜をかけてで
きあがり。

組合員さんの作品を募集しています。絵手紙、俳句、短歌などお寄せください。

治
郎
丸
班

イ
ル
の
可
能
性
あ
り
」な
の
で
み
ん
な
真

剣
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、
握
力
は
女
性

の
利
き
手
で
18
㎏
未
満
だ
と
要
注
意
。
力

を
こ
め
て
…
み
ん
な
20
㎏
を
超
え
て
ひ
と

安
心
。

　
さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
中
で
、「
疲
れ

や
す
い
」と
か「
身
体
活
動
量
の
低
下
」な

ど
２
項
目
も
あ
る
の
で「
筋
肉
を
落
と
さ

な
い
た
め
に
よ
く
動
く
こ
と
や
気
持
ち
の

持
ち
方
も
大
事
よ
ね
」と
話
し
合
い
ま
し

た
。
来
月
の
予
定
は
広
瀬
公
園
で
の
お
花

見
で
す
。 　
　
　
　
　（
文
・
兵
頭
　

厚
美
）

　
私
た
ち
は
私
の
家
で
２
０
０
０
年
７
月

か
ら
班
会
を
始
め
、
20
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
女
性
６
〜
７
名

で
、
歩
い
て
集
ま
れ
る
ご
近
所
さ
ん
で
す
。

　
２
月
26
日
に
は
血
圧
や
体
脂
肪
測
定
、

尿
検
査
に
加
え
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は「
健
康
と
要

介
護
の
中
間
」の
状
態
だ
そ
う
で
、
５
項

目
中
３
項
目
以
上
当
て
は
ま
る
と「
フ
レ

泉
川
ブ
ロ
ッ
ク

　中
大
支
部

155

甘
酒

　
甘
酒
に
は「
米
麹
」か
ら
作
ら

れ
た
も
の
と「
酒
粕
」か
ら
作
ら

れ
た
も
の
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　「
米
麹
」と
は
、
蒸
し
た
お
米

に
麹
菌
を
入
れ
、
発
酵
さ
せ
て

い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
常
生
活
で
使
用

す
る
お
味
噌
や
お
醤
油
な
ど
が

米
麹
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
麴
甘
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
成

分
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　「
酒
粕
」は
、
お
酒
を
作
る
時

に
残
っ
た
〝
し
ぼ
り
カ
ス
〞
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
酒
粕
甘
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
成

分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
お
子

様
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
方
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
飲
む
点
滴
と
言
わ
れ

て
い
る
の
は「
米
麴
」か
ら
作
ら

れ
る
甘
酒
で
す
。
一
方
、
酒
粕

か
ら
作
ら
れ
る
甘
酒
は
米
麴
に

比
べ
て
食
物
繊
維
や
た
ん
ぱ
く

質
が
多
い
の
で
便
秘
解
消
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
甘
酒
で
す
が
、
カ
ロ
リ
ー
は

１
０
０
ｇ
あ
た
り
81
㎉
で
す
。

こ
れ
は
コ
ン
ビ
ニ
の
梅
お
に
ぎ

り
半
個
分
く
ら
い
と
同
じ
カ
ロ

リ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み

す
ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
１
日
に
コ
ッ
プ
１
杯（
２
０

０
㎖
）を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
管
理
栄
養
士
　
坪
内
　

ひ
ろ
み
）

絵
手
紙

ち
ぎ
り
絵

東温市　高須賀　郁子 新居浜市　大河内　美知子新居浜市　秦　　順子

くみあいいん作品 　◆
俳

　
　句
◆

早
朝
や
若
水
ふ
く
む
老
の
幸

新
居
浜
市
　
馬
木
　

頼
子

ねえねえ、
きいて
きいて


